
平成３１（令和元）年度 全国学力・学習状況調査の結果報告 

太宰府市教育委員会 

 

 平成３１年４月１８日に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果について報告します。 

 

１ 「全国学力・学習状況調査」全般について    ※文部科学省ホームページより一部抜粋 

（1）調査の目的 

○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状

況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る 

○ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる 

○ 以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する 

 

（2）対象学年 

＜小学校調査＞ 

小学校第６学年、義務養育学校前期課程第６学年、特別支援学校小学部第６学年 

＜中学校調査＞ 

中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、中等教育学校第３学年、 

特別支援学校中学部第３学年 

 

（3）調査内容 

①小学校 国語、算数及び児童質問紙調査 

②中学校 国語、数学、英語及び生徒質問紙調査 

 

（4）調査方式 

悉皆調査（全児童生徒を対象とする） 

 

（5）調査期日 

平成３１年４月１８日（木） 

 

（6）実施した児童生徒数   

小学校 
児童数 

国語 算数 

太宰府市（公立） 729 729 

福岡県（公立） 44,458 44,466 

全国（公立） 1,028,203 1,028,177 

 

中学校 
生徒数 

国語 数学 英語 

太宰府市（公立） 595 596 596 

福岡県（公立） 39,699 39,703 39,711 

全国（公立） 938,797 938,887 938,888 



２ 調査結果について 

（1）国語、算数・数学、英語の平均正答率 

 
小学校 中学校 

国語 算数 国語 数学 英語 

太宰府市（公立） ６９ ６８ ７８ ６７ ６０ 

福岡県（公立） ６５ ６７ ７２ ５９ ５４ 

全国（公立） ６４ ６７ ７３ ６０ ５６ 

                       ■太宰府市 ■全国 ■福岡県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調査結果の概略 

◇ 小学校の国語、算数、中学校の国語、数学、英語のすべてにおいて、おおむね全国平均

や福岡県平均を上回っています。 

◇ 小学校は、以下のような課題が見られます。 

・自分の考えをまとめて書いたり、文と文との意味のつながりを考えて書いたりすること 

・漢字を文の中で正しく使うこと 

・計算の仕方について説明したり、図形の面積の求め方を説明したりすること 

◇ 中学校は、以下のような課題が見られます。 

・ふさわしい語句を使い決まった書き方で文章を書くこと 

・表、式、グラフといった数学的な表現を用いて説明すること 

・文と文のつながりなどに注意してまとまりのある文章を英語で書くこと 

 

３ 調査結果の分析、活用について 

◇ 各小・中学校は、結果を分析し、課題を解消する努力をしています。 

◇ 太宰府市教育委員会として、市の課題を分析し、教員の授業力向上、児童生徒の学力保障

や学習習慣の改善などの取組を推進しています。また、学校訪問や学力向上のための会議等

を通して、各学校の学力向上のための取組に関する支援を行っています。 

 

４ その他 

◇ 福岡県ホームページに、福岡県全体の結果報告が掲載されています。 
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